
  
 
多治見市立笠原中学校の 1 年生が、かつて“はげ山”であった「笠原の森」に入りました。チェーンソ

ーを用いた樹木の伐採の様子や砂防堰堤を見学した後、森林土壌の深さや樹林の樹木密度などを調査し、

砂防・防災に関する樹林整備の必要性を考察しました。 
生徒たちは、事前に「はげ山」から緑が回復する過程と現状の課題を学習していましたが、秋空のもと、

森・土のにおいや伐採木が倒れる音など、五感を使った体験を通し、心に残る体験となりました。 
ボランティアの方や行政機関職員の指導のもと、怪我なく無事に活動を終えることができました。平成

12 年より活動を継続してきましたが、校舎移転に伴い、「笠原の森」での笠原中学校の活動は本年で最後

の予定となります。ご協力ありがとうございました。 
 
 

■日  時：令和 7 年 10 月 23 日（木） 13：40～15：30（110 分間） 
■場  所：「笠原の森」（多治見市笠原町） 

■参 加 者：（主体）笠原中学校（1 年生 59 名、先生 3 名） 
（支援）多治見市役所（5 名）、多治見さぼう・みちボランティアクラブ（3 名） 

国土交通省 多治見砂防国道事務所（3 名） ほか  （合計 18 名）  
■活動内容：１）笠原の森を歩きながら森の様子を観察 

２）樹木の伐採見学、砂防堰堤の見学 
３）森の土の調査（土を掘って腐植土の厚さを計測） 
４）森の木の調査（本数と太さを調査し、手入れ前後の木の密度などを比較） 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・活動概要・・・ 

 

・・・砂防堰堤の見学・・・ 

・・・森の土・木の観察・・・ ・・・木の伐採観察・・・ 

―作成者・お問い合わせ先― 

国土交通省 中部地方整備局 

多治見砂防国道事務所 

 砂防調査課 

岐阜県多治見市小田町 4-8-6 

TEL：(0572)25-8024 

【事務所 HP】【砂防 X(旧 Twitter)】 

    
上原第１砂防堰堤 

雨上がりにキノコも発見！ 

根の浅いソヨゴを伐採 


